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マスタータイトルの書式設定

2025年度 いしづちエリア観光動向・事業活動報告

2026年（令和8年）4月
株式会社ソラヤマいしづち



© 2026  SORAYAMA ISHIZUCHI Co. Ltd. 1

地域の概要（いしづちエリアについて）
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ソラヤマいしづちの経営方針

ミッション

いしづちエリアの自然・文化・伝統など、地域資源を
活かして観光促進・地域経済活性化に資する戦略を立
案・実行します。

ビジョン
いしづちエリアの魅力を国内外の人々に伝え、訪れる
人々と、地域に潤いを与え続けるサスティナブルな観
光地域として”いしづちブランド”の確立を目指します。

目指すべき姿
地域資源と住民の魅力を活かした国際競争力の高い
観光産業を創出するプロフェッショナル集団
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事業評価指標（KPI）

いしづちエリアの観光動向
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事業評価指標（KPI）について

■ 事業実施による効果を検証する指標、並びにその目標値について下記のとおり設定する。

指標 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

旅行消費額
（百万円）

目標 10,636 10,742 10,850 10,850

実績 10,245 10,500
計測中

（予測:未達）

延べ宿泊者数
（千人）

目標 304 307 310 313

実績 308 300
計測中

（予測:達成見込）

来訪者満足度
（％）

目標 85.0 85.0 85.0 85.0

実績 83.2 89.6 83.9

リピーター率
（％）

目標 60.0 60.0 60.0 60.0

実績 63.8 60.4 59.3

観光入込客数
（千人）

目標 5,270 5,323 5,376 5,376

実績 4,441 4,677
計測中

（予測:未達）

WEBサイトの
アクセス状況
（回）

目標 100,000 100,000 100,000 100,000

実績 58,115 62,228 60,170

※ソラヤマいしづちが実施するマーケティング調査ならびに各市町村における観光調査より

予測：3.5％増311で
達成見込み

予測：1.5％増10,652
だが未達

予測：1.5％増4,745
だが未達

予測：昨年度と同程度で
未達
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観光の目的・観光消費額

◆観光消費額

1人当たり
消費額

観光消費額（支出項目別内訳） （円）

交通費 宿泊費 飲食費 買い物 その他

2023年度 34,861 7,130 16,489 3,874 4,771 2,597

2024年度 32,293 7,746 15,514 3,844 3,445 1,744

2025年度 39,797 8,033 18,263 6,208 5,230 2,063

■ 2025年度は「観光」目的の回答が前年度を下回る一方で「その他」が増加した。しかしながら「その他」
の内訳を見ると、特定のイベント参加を目的とした来訪が一定数含まれており、コロナ後、一時的に「ビ
ジネス」「帰省」が増加した年度を除けば、「観光」目的の来訪がほどんど。

◆目的 2023年度 2024年度

※ソラヤマいしづちが実施するマーケティング調査ならびに各市町村における観光調査より

■観光で ■ビジネス・出張で ■帰省 ■その他 ■無回答

2025年度

74.5%

2.0%

16.1%

7.4%

88.7%

4.7%

0.9% 4.7% 0.9%

83.9%

3.4% 12.7%
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宿泊・日帰り

◆宿泊を伴う旅行をした者の内、いしづちエリア内で宿泊した者の割合および宿泊数

■ 宿泊を伴う来訪が増加し、いしづちエリア内で宿泊をした者も昨年度の約36％から約52％に増加している。
■ しかしながら、いしづちエリア内での平均宿泊日数は1.2泊であり、宿泊日数は伸び悩んでいる。

◆旅行における宿泊・日帰りの別
2023年度 2024年度

※ソラヤマいしづちが実施するマーケティング調査ならびに各市町村における観光調査より

2025年度

■日帰り ■宿泊 ■無回答

■０（宿泊なし）または無回答 ■1泊 ■ 2泊 ■ 3泊 ■ 4泊 ■ 5泊 ■ 6泊～

27.5%

70.5%

2.0%

34%

52%

11%

2% 1%

42.5%

57.5%

64%23%

11%

2%

30.5%

69.5%

48%

45%

6%

1%
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21.1%

13.4%

1.4%

2.1%

4.9%1.4%

43.7%

8.5%

3.5%

19.6%

5.6%

3.9%

1.7%

2.8%
59.2%

4.5% 1.7% 1.1%

7

交通手段

※ソラヤマいしづちが実施するマーケティング調査ならびに各市町村における観光調査より

■鉄道 ■飛行機 ■フェリー ■バス（高速） ■バス（路線） ■バス（貸切） ■自家用車 ■レンタカー ■タクシー ■その他

2023年度 2024年度 2025年度

■ 「自家用車」での来訪が多い傾向に変わりはない。

16.8%

11.2%

2.5%

2.5%

6.2%

0.6%

43.5%

10.6%

3.1% 3.1%
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26.4%

47.2%

16.0%

0.9%

0.9%

8.5%

28.9%

40.9%

13.4%

8.1%

0.7%

8.1%

8

総合満足度

※ソラヤマいしづちが実施するマーケティング調査ならびに各市町村における観光調査より

2024年度

83.2％

2023年度 2025年度

89.6％

■大変満足 ■満足 ■やや満足 ■どちらでもない ■やや不満 ■不満 ■大変不満 ■無回答

■ 満足度の集計方法については、「大変満足」「満足」「やや満足」と回答した者の割合を、いしづちエリア
における満足度として集計している。

■ 2025年度は過去（2019年度～2024年度までの）平均値85.5％を若干下回りKPI未達となった。
■ 飲食関係について「大変不満」「やや不満」との回答があった。

40.7%

33.9%

9.3%

7.6%

1.7%

0.8%
5.9%

83.9％
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満足度（個別項目）2025年度

※ソラヤマいしづちが実施するマーケティング調査ならびに各市町村における観光調査より

■大変満足 ■満足 ■やや満足 ■どちらでもない ■やや不満 ■不満 ■大変不満 ■該当しない

■ ご意見
【ホスピタリティ】施設のスタッフの感じが良い（複数施設に対して）
【食べ物】・・・・食事（お弁当販売）箇所が少ない 食事の提供が遅い
【体験】・・・・・もっとアクティビティのバリエーション・体験エリアがあれば良い
【アクセス】・・・道路が狭い 案内板が少ない

31%

34%

21%

11%

3%

食べ物

25%

43%

14%

17%

1%

特産品・土産物

31%

34%

16%

16%

3%

宿泊施設

23%

12%

12%

41%

6%
6%

子ども向け

スポット・施設・体験

32%

5%

16%

32%

10%

5%

若者向け

スポット・施設・体験

42%

29%

10%

12%

6%

1%

大人向け

スポット・施設・体験

46%

20%

17%

15%

2%

ホスピタビリティ

33%

30%

18%

17%

2%

観光情報入手

23%

21%

20%

22%

8%
5%

1%

アクセス
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いしづちエリアへの入込状況

2023年度：27.5％
2024年度：42.3％
2025年度40.0％

2023年度：31.7％
2024年度：12.4％
2025年度：15.0％

2023年度：16.2％
2024年度：11.3％
2025年度：11.0％

2023年度：3.5％
2024年度：2.1％
2025年度：3.0％

近畿地方中国地方

九州地方

中部地方

2023年度：4.9％
2024年度：6.2％
2025年度：6.0％

関東地方

2023年度：0.7％
2024年度：1.0％
2025年度：0.0％

四国地方

■ 「四国地方」からの入込が減少傾向である一方で、その他「関東地方」「近畿地方」「九州地方」からの
入込の割合が増加傾向にある。

※2023年度については「帰省」目的との回答が例年より多く、そのため「近畿地方」「中国地方」からの
流入が一時的に増加したと考えられる。

※ソラヤマいしづちが実施するマーケティング調査ならびに各市町村における観光調査より

2023年度：14.8％
2024年度：22.7％
2025年度：25.0％

北海道
東北地方
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各種施策の取組みについて
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国内ターゲットエリア

海外ターゲットエリア

誘客ターゲットの設定とその理由

【中国・四国地方】
・従来から入込客数が多い

・東予港⇔大阪南港のﾌｪﾘｰ航路
を活用した誘客強化

・関西圏からのｻｲｸﾘｽﾄを中心と
したｱｳﾄﾄﾞｱ客の獲得を目指す

【首都圏】

【台湾】 【ベトナム】

・日本での平均滞在日数が長く、
地方への周遊が期待できる

・石鎚山系に多くの欧米人が旧
来より来ている

・周辺ｴﾘｱの観光客に対する
いしづちｴﾘｱの認知度向上

・近隣の観光地域（DMO）
との連携を図り、周遊型の
観光地形成を目指す

【近畿地方】
・いしづちエリアの認知度向上

・他の地域と比較して、ﾘﾋﾟｰﾀｰ
率が高く、いしづちｴﾘｱの
通過・滞在者も多数

・ｴﾊﾞｰ航空による松山空港（愛
媛）－桃園空港（台湾）の
運航

12

【欧米】

・西条市が、ﾍﾞﾄﾅﾑ ﾌｴ市と友好
都市提携を締結

・西条市におけるﾍﾞﾄﾅﾑからの
技能実習生も増加（将来の
インバウンド需要の種まき）
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旅行業関連の取組
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市町村や他団体と連携した公示案件の推進

地域観光の目指すべき姿や市町村の観光施策としてやるべきことを認識し、地域事業者や域外民間企業と
の協力体制を構築しながら、国や県の公示案件の獲得に動き事業を推進した。

①デジタル田園都市国家構想 ②地域観光魅力向上事業

④在住外国人石鎚エリア観光促進事業 ⑤面河地域ｱｳﾄﾄﾞｱｲﾍﾞﾝﾄ実施委託業務 その他 公示案件事業

公示元：東予地方局

昨年に引き続き受託することができた、秋
季は上島町においてレモン狩り体験を実施
し、島嶼部の産業や地域資源の魅力を体感
いただいた。冬季は石鎚スキー場および成
就社にて雪体験を行い、石鎚山系の自然や
文化に触れる機会を創出した。これらの体
験を通じ参加者による母国や他の外国人材
への情報発信を促進し、外国人材の確保・
定着につながる基盤づくりを推進した。

公示元：石鎚山系エコツーリズム推進協議会

実施内容：8/23(土)・11/8(土)
面河地域を利用したアウトドアイベント

夏は面河渓谷でハイキングとキャンプを合
わせた自然体験イベントを実施。また秋に
は愛媛県内小学校に約５万枚のチラシを配
布。面河ダム公園でヨガ、モルックなど自
然に触れて、かつ安全に遊べる方法を学び。
自然保護につなげていく事業を実施。

東予地方局：外国人材地域リーダー養成講座（秋・冬
季モニターツアー運営業務）

ハートネットワーク：観光庁地域魅力向上 デジタル
とリアルの融合新居浜祭り

自然保護課：環境保全啓発イベント参加促進キャンペ
ーン企画・運営業務

自然保護課：「石鎚山系エコツーリズム人材育成委託
業務」＋推進体制強化

自然保護課：石鎚国定公園指定７０周年記念事業・体
験周遊イベント運営業務

公示元：内閣府

いしづちエリアの４市町村と企業4社が地域
の魅力を国内外へ発信し観光のさらなる活
性化を目指している。2025/2/10リリース
した「旅は人まかせ」サイトは、CtoCとし
て“ゲスト”（訪問者）と“キャスト”（地域の
人々）がつながる場を提供するデジタルプ
ラットフォームサービスであり、 最大の特
徴は、デジタル及びリアルの双方における
交流を通じ、提供されるコンテンツだけで
なく、キャストの人柄や地域性などディー
プな魅力を体感できること。

公示元：観光庁 実施主体：日本航空

～風と山と水と～ 西日本最高峰・石鎚山の
神秘と地域文化の源流を探求する
「ISHIZUCHIアドベンチャーツーリズム」
構築事業を実施した。ブラッシュアップし
た本殿あいひめ神楽を中心にナイトコンテ
ンツを充実させ、神職・巫女体験、写典体
験などの新提案も軒並み好評を得た。来年
度は石鎚×遍路を軸に久万高原を舞台とし、
再度の観光庁事業獲得に向け町長挨拶も行
うなど、日本航空と協議中。

③令和7年滞在型観光客誘客促進事業

公示元：久万高原町まちづくり戦略課

実施内容：8/1～R8.3/31
宿泊＋体験コンテンツのツアーに対して宿泊補助

スキーやゴルフ、観光農園やガイドツアーと町
内宿泊を組み合わせた滞在型の誘客促進を行う。
更にはSNS広告等で新規顧客の開拓、リピータ
ーを獲得する事業。
取扱宿泊プラン ：約200名
日帰りプラン ：約450名
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官公庁補助金等活用事業（実施事例）

面河地域におけるアウトドアイベント実施委託業務（愛媛県）

オモフェス2025夏 【開催日】2025年08月23日（土) 【場所】面河渓谷 【参加人数】 １５名（満席）
オモフェス2025秋 【開催日】2025年11月08日（土） 【場所】面河ダム公園 【参加人数】３０６名（昨年対比193%）

「えひめさんさん物語」の継続イベントとして、石鎚山系の自然を学び、親しむことができるアウトドア
イベントを開催し、地域住民に対する石鎚山系の環境保全に関する知識の更なる普及・啓発を図った。

オモフェス
夏

オモフェス
秋
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官公庁補助金等活用事業（実施事例）

地域魅力向上事業（観光庁）

【モニターツアー開催日】2025年 11月19日（水）～21日（金） 【参加者】ファムツアー3名／モニターツアー１５名

日本航空松山支店が主体事業者となり、観光庁の公示案件を活用した『～風と山と水と～西日本最高峰の
神の山 石鎚山の神秘と地域文化の源流を探求する 唯一無二の体験「ISHIZUCHIアドベンチャーツーリズ
ム」構築事業を推進した。石鎚山を中心とした、歴史文化・自然・アクティビティを組み込んだモデルコ
ースを構築し、インバウンド事業者向けのファムツアーと県内事業者向けモニターツアーを実施。
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官公庁補助金等活用事業（実施事例）

地域魅力向上事業（観光庁）

機内誌を活用したプロモーション「JAL機内誌/SKYWARD1２月号」で石鎚エリアの記事を掲載。
※３年連続となる当年は、国際線全線機内紙にて英文記事を掲載。

SKYWARD
月間閲覧者数

国際線全便

約３００万人

※来年度は久万高原町を舞台に遍路文化にて検討中

2023

2024
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4市町村と連携したCtoC事業の展開

域外の人と域内の事業者（キャスト）を繋ぐプラットフォーム構築という4市町村の新たな観光施策に
基づき、行政や連携企業と共に「デジタル田園都市国家構想交付金」を活用した事業の構築を推進した。

サイトオープン
2025年2月10日オープン

URL：tabihito.com

＜利用実績（一例）＞

＜四国お遍路大先達のカヨちゃんに会いに行こう！！＞
・「カヨちゃん家」でお遍路さんの接待体験
・実際にお遍路道を歩きながら、お遍路の楽しさを体感
・お遍路や久万高原についての豊富な知識を共有

★申込者★
静岡県在住：S様

＜愛猫だって気持ちいい。和のくつろぎを楽しむ、
癒しの猫ちゃん畳を作ろう＞

・本物の畳作りと同じ材料で特別な畳を作り上げます
・イ草の香りは猫ちゃんにとって心地の良いリラックス空間
・イケボイス畳職人が優しく指導、愛猫へのプレゼントを作ろう

★申込者★
東京都在住：I様

＜謝肉祭の前に！はちきん地鶏BBQカーニバル＞
・夏休みの思い出、高知の秘境！？

大きい村に？人口が日本No.2に少ない？
・あなたの知らないが、高知にまだまだある！
・高知県の特産品「土佐はちきん地鶏」をBBQで召し上がれ

★申込者★
高知県高知市在住：T様

＜親子でクッキング!ま～ぜてグツグツできあがり！
かき氷シロップづくり＞

・夏に食べたいかき氷のシロップづくり
・収穫加工済みのフルーツを使い、お好みの甘さ煮詰めます
・かき氷シロップのお土産つき(ビン220ml）

★申込者★
愛媛県伊予郡松前町在住：N様
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その他
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■ “早朝”という新しい観光時間を創出し、地域の魅力発信と滞在促進に貢献。
■ 地域住民や地権者との合意形成を重視し、持続的に運営できるモデルを構築。
■ 宿泊・飲食・体験・交通を束ねた商品造成で、着地型観光の拡大を目指す。

20

熱気球事業（フリーフライト／係留体験）

係留体験の運用（フリーフライトへの理解促進）
・東部公園及び西部公園で係留飛行体験を数日開催
・夏休みには100名の枠が満員になった実績あり

フリーフライト実証実験およびレセプション
・9月下旬に実証事件を行う。西部公園および小松公園から離陸。
・自治体、消防、農業関係者との連携体制を構築を進め、地域理解の醸成を推進。
・200m～1000mの高度を風任せで飛行する非日常感。
・石鎚山系と瀬戸内海を気球の高度から眺望ができる。
・着陸は主に氷見・小松・禎瑞のエリアの田んぼや畑。

2025年度の主な取り組み

2026年度 熱気球事業の計画

・2026年秋頃よりフリーフライト事業の本格スタート予定。1人4万円～想定
・高付加価値商品として、企業インセンティブ・VIP旅行市場の開拓。
・宿泊・飲食・交通事業者とのパッケージ化により、観光消費額の最大化を目指す。
・売上年間 気球1基につき2400万円/年を目標

■期待される効果

地域ブランド向上/滞在時間および宿泊率の向上/観光消費額の増加など
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ブランドサイトプロモムービー（約2分）

※約30秒版もあり
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